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I. 漠字カードを利用した漢字の読字力の形成
～視知覚に困難のある脳性まひ児の事例～
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(Mannの傾向検定： 2学期 Il = 34. T = 0.380, p = 
0.003。3学期 n=37, て＝ 0.234,p = 0.045。両側検定。）













































































児童 病名 実施回数 中央 値 有意差
A（男） 二分脊椎 36 37 34 39 ＊ ＊ ns 
B（男） CP 32 32 20 30 ＊ ＊ ＊ ＊ 
C（女） 二分脊椎 37 34 30 32 ns. ns. 
D（女） CP 27 30 22 23 ＊ ns. 
p<.001** p<. 05* 
表 3 2学期と 3学期の比較
児童 病名 比較回数 比較結果 有意差
A（男） 二分脊椎 36 36 2学期く 3学期 ＊ ＊ 
B（男） CP 32 32 2学期く 3学期 ＊ ＊ 
C（女） 二分脊椎 34 34 差なし ns. 
D（女） CP 27 27 差なし ns. 



































1. 石井勲 『かなから教えていませんか？』 家庭教
育研究会 2002 p76 
2. 上野一彦 海津亜希子服部美佳子編 『軽度発達
障害の心理アセスメント WISC-illの上手な利用と
事例』 日本文化科学社 2005 pp41-57 
3. 国語教育研究所編 『国語教育研究大辞典』 明治
図書 1991. 
4. 村主光子 「視知覚に困難さがある肢体に不自由の
ある子どもの漢字の読み書きについての指導実践事
例」 筑波大学附属桐が丘養護学校研究紀要 第42
巻 2006.pp59-63. 
5. 文部科学省編 小学校学習指導要領
謝辞
本研究実践を執筆するに当たり，前学級担任の村主光
子教諭にご協力いただいた。記して深く感謝します。
73 
